
病床機能報告上の病床数と将来の病床数の必要量との差異の検証

～定量基準（案）による検討（仮）～

病院は入院基本料および基本料届出病床数に基づき算出（休棟病棟は除いて算出）

届出病床数ベースで算出したため、病床機能報告の合計値とは差異がある
入院基本料の届出なし（報告なし）の病棟は、病床機能報告で医療機関が選択した機能で算出

有床診療所は以下の考え方に基づき算出

鹿児島県方式： 病床機能報告に同じ
静岡県方式、栃木県案： 「有床診療所療養病床入院基本料」＝「慢性期」

手術件数100件or放射線治療ありor化学療法件数50件以上＝「急性期」
上記以外は「回復期」

※ 有床診療所は機械的に上記の考え方で整理したため、「回復期」となるケースが多い
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資料２第１回宇都宮地域医療構想調整会議並びに
宇都宮構想区域病院及び有床診療所会議 合同会議



定量基準の比較

1

№ 入院基本料等 鹿児島県 静岡県 栃木県案1 栃木県案2
1 急性期一般入院料1 急性期 高度急性期 急性期 急性期
2 急性期一般入院料2 急性期 高度急性期 急性期 急性期
3 急性期一般入院料3 急性期 高度急性期 急性期 急性期
4 急性期一般入院料4 急性期 回復期 回復期 回復期
5 急性期一般入院料5 急性期 回復期 回復期 回復期
6 急性期一般入院料6 急性期 回復期 回復期 回復期
7 地域一般入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期
8 地域一般入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期
9 地域一般入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期

10 回復期 慢性期 回復期 回復期
11 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
12 2 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
13 7 1 急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
14 10 1 急性期 － 急性期 急性期
15 特定機能病院リハビリテーション病棟入院料 回復期 － 回復期 回復期
16 7 1 急性期 高度急性期 高度急性期 急性期
17 10 1 急性期 高度急性期 急性期 急性期
18 13 1 回復期 高度急性期 回復期 回復期
19 7 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
20 10 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
21 13 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
22 15 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
23 救命救急入院料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
24 救命救急入院料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
25 救命救急入院料3 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
26 救命救急入院料4 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
27 1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
28 2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
29 3 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
30 4 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
31 ハイケアユニット入院医療管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
32 ハイケアユニット入院医療管理料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

№ 入院基本料等 鹿児島県 静岡県 栃木県案1 栃木県案2
33 脳卒中ケアユニット入院医療管理料 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
34 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
35 1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
36 2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
37 総合周産期特定集中治療室管理料（母胎・胎児） 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
38 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
39 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
40 特殊疾患入院医療管理料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
41 小児入院医療管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期
42 小児入院医療管理料2 急性期 急性期 急性期 急性期
43 小児入院医療管理料3 急性期 急性期 急性期 急性期
44 小児入院医療管理料4 回復期 回復期 回復期 回復期
45 小児入院医療管理料5 回復期 回復期 回復期 回復期
46 回復期リハビリテーション病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期
47 回復期リハビリテーション病棟入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期
48 回復期リハビリテーション病棟入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期
49 回復期リハビリテーション病棟入院料4 回復期 回復期 回復期 回復期
50 回復期リハビリテーション病棟入院料5 回復期 回復期 回復期 回復期
51 地域包括ケア病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期
52 地域包括ケア病棟入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期
53 地域包括ケア病棟入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期
54 地域包括ケア病棟入院料4 回復期 回復期 回復期 回復期
55 地域包括ケア入院医療管理料1 回復期 回復期 回復期 回復期
56 地域包括ケア入院医療管理料2 回復期 回復期 回復期 回復期
57 地域包括ケア入院医療管理料3 回復期 回復期 回復期 回復期
58 地域包括ケア入院医療管理料4 回復期 回復期 回復期 回復期
59 緩和ケア病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期
60 緩和ケア病棟入院料2 慢性期 回復期 慢性期 慢性期
61 1 回復期 回復期 回復期 回復期
62 2 回復期 回復期 回復期 回復期
63 1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
64 2 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期
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定量基準（案）により算出した病床機能別の病床数を見ると、病床機能報告に比べ、回復期病床数が必要病床数に近づ
いている
引き続き、病床機能報告と必要病床数における差異について検証を進めるため、定量基準の活用について検討を重ねる



宇都宮医療圏
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宇都宮医療圏においても、県全体の傾向と同様に、定量基準（案）により算出した病床機能別の病床数を見ると、病床機
能報告に比べ、回復期病床数が必要病床数に近づいている
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県北医療圏
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県西医療圏
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県東医療圏
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県南医療圏
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【参考】県南医療圏（大学病院除く）
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両毛医療圏
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